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■
わ
が
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
 

■
4
割
が
災
害
弱
者
 

■
い
つ
も
抱
え
る
不
安
 

 

災
害
が
発
生
し
た
と
き
の
対
応

は
、
市
役
所
、
消
防
、
警
察
な
ど

の
行
政
機
関
が
中
心
と
な
っ
て
行

う
も
の
で
す
。
し
か
し
、
昨
年
の

よ
う
な
大
災
害
が
起
こ
る
と
、
住

民
の
す
べ
て
の
要
望
に
対
応
す
る

こ
と
は
非
常
に
困
難
で
す
。
そ
こ

で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
自
治
会
な

ど
地
域
で
の
防
災
で
す
。 

自
主
防
災
は
、
阪
神
淡
路
大
震

災
か
ら
話
題
と
な
り
、
自
治
会
で

つ
く
る
自
主
防
災
組
織
な
ど
、
日

ご
ろ
か
ら
災
害
に
備
え
る
動
き
が

各
地
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。 

        

ま
た
、
地
域
に
根
ざ
し
た
消
防

団
は
地
元
の
情
勢
に
詳
し
く
、
ひ

と
た
び
災
害
が
発
生
す
れ
ば
救
助

や
復
旧
活
動
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
、
地
域
防
災
の
か
な
め
と
言

え
ま
す
。 

「
わ
が
ま
ち
は
自
分
た
ち
の
手

で
守
る
」
そ
の
思
い
が
地
域
防
災

の
原
動
力
と
な
り
ま
す
。 

        全
国
的
に
高
齢
化
が
進
み
、
京

丹
後
市
で
も
六
十
五
歳
以
上
の
高

齢
者
の
か
た
は
全
体
の
二
七
％
を

占
め
て
い
ま
す
。
加
え
て
核
家
族

化
に
よ
る
高
齢
者
の
か
た
の
み
の

世
帯
が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
視
覚
や
聴
覚
に
障
害
の

あ
る
か
た
も
多
く
、
中
に
は
視
覚
・

聴
覚
と
も
に
不
自
由
な
か
た
も
お

ら
れ
ま
す
。
 

京
丹
後
市
で
は
、
子
ど
も
を
含

め
る
と
約
四
割
が
、
こ
の
災
害
弱

者
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
五
人
に

二
人
が
何
ら
か
の
援
助
を
必
要
と

し
て
い
る
か
た
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
 

火
災
を
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
災
害

に
お
い
て
、
災
害
弱
者
の
か
た
が

犠
牲
に
な
る
確
率
は
高
く
、
そ
の

よ
う
な
か
た
に
、
ど
ん
な
不
自
由
・

不
便
が
あ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
援

助
・
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
、

ま
ず
理
解
す
る
こ
と
が
、
防
災
対

策
を
考
え
る
う
え
で
、
重
要
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

 

 

災
害
時
に
大
切
な
の
は
、
正
し

い
情
報
を
知
る
こ
と
で
す
。 

し
か
し
、
情
報
を
知
る
手
段
に

限
り
が
あ
る
災
害
弱
者
の
か
た
に

と
っ
て
、
そ
の
情
報
を
知
る
こ
と

が
難
し
い
の
で
す
。 

た
と
え
ば
、
視
覚
で
し
か
情
報

を
得
ら
れ
な
い
か
た
に
と
っ
て
、

停
電
は
深
刻
な
問
題
と
な
り
ま
す
。

テ
レ
ビ
か
ら
の
情
報
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
手
話
も
使
え
ず
、
口
の

動
き
を
読
み
取
る
こ
と
も
で
き
ず
、

「
い
く
つ
か
の
内
の
ひ
と
つ
」
で

は
な
く
、「
唯
一
の
手
段
」
を
失
う

こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
。 

常
に
「
い
ま
何
が
起
き
て
い
る

の
か
」
と
い
う
不
安
を
抱
い
て
お

ら
れ
る
よ
う
で
す
。 

多くのかたが犠牲になった 
　　　　　阪神淡路大震災 

地域防災のかなめ 

※ 「災害弱者」…65歳以上の高齢者や心身に障害があるかた、小さなお子さんなど、災害が発生した際、自力での避難などが困難と思われるかたを「災害弱者」と呼んでいます。 

昨
年
は
京
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後
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に
三
十

昨
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は
京
丹
後
市
に
三
十
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ぶ
り
と
も
言
わ
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る
大
き

年
ぶ
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台
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被
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ま
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が
暮
ら
し
て
お

い
ろ
な
か
た
が
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し
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ま
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が
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そ
の
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ま
す
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の
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は
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分
の
身
を
守
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こ
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が

は
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の
身
を
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こ
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」
と
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三
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と
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、
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。 
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模
な
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み
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は
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い
ろ
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た
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お

ら
れ
ま
す
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な
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自
分
の
身
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守
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こ
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な
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災
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」
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今
回
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に
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災
害
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災
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と
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災
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と
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防
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あ
な
た
の
命
綱
は

あ
な
た
の
命
綱
は
 

あ
な
た
の
命
綱
は
 

子ども 

消
防
の
広
場
 

消
防
の
広
場
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昨
年
の
台
風
で
被
害
に
あ
わ
れ

た
か
た
へ
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

や
取
材
の
中
で
、
こ
ん
な
声
が
あ

り
ま
し
た
。
「
突
然
の
停
電
に
事

態
が
の
み
込
め
ず
、
ひ
と
り
不
安

に
お
び
え
て
い
た
と
こ
ろ
に
届
い

た
、
安
否
確
認
の
た
め
の
一
通
の

携
帯
メ
ー
ル
。
外
部
と
の
連
絡
が

取
れ
た
こ
と
が
何
よ
り
う
れ
し
か

っ
た
」
、
ま
た
「
近
所
の
か
た
や

区
長
さ
ん
が
直
接
声
を
か
け
て
く

れ
た
の
で
安
心
し
た
」
と
振
り
返

る
か
た
も
お
ら
れ
ま
し
た
。 

携
帯
電
話
は
、
災
害
な
ど
の
停

電
時
に
は
と
て
も
役
立
ち
、
な
か

で
も
メ
ー
ル
機
能
は
、
混
信
の
影

響
を
受
け
に
く
く
、
災
害
時
の
連

絡
手
段
と
し
て
大
い
に
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
高
齢
者
の

か
た
に
と
っ
て
は
、
そ
の
機
能
を

使
い
こ
な
す
こ
と
は
大
変
な
こ
と

で
す
。 

一
方
、
昔
な
が
ら
の
近
所
付
き

合
い
を
大
切
に
し
た
声
か
け
は
、

誰
に
で
も
で
き
る
対
策
で
す
。
　

　
人
の
温
か
み
と
最
新
の
情
報
技

術
が
、
有
効
に
機
能
す
る
防
災
対

策
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
な
の
で

す
。 

  

地
域
で
は
、
防
災
訓
練
や
各
種

の
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
災
害

弱
者
な
ど
行
動
に
制
約
が
あ
る
か

た
に
は
、
参
加
は
も
と
よ
り
、
そ

の
機
会
す
ら
少
な
い
現
実
が
あ
り

ま
す
。
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
課
題
も

あ
り
ま
す
が
、
災
害
弱
者
の
か
た

を
含
め
た
、
多
く
の
か
た
が
参
加

で
き
る
環
境
づ
く
り
が
必
要
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。 

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
機
会
に
は

障
害
が
あ
る
か
た
も
積
極
的
に
参

加
し
て
、「
地
域
の
中
の
自
分
」
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
も
、
重
要
で

す
。 

    

       

 大
き
な
災
害
が
起
き
る
と
、
そ

こ
に
は
必
ず
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
存

在
が
あ
り
ま
す
。
助
け
合
い
、
支

え
合
う
気
持
ち
に
、
人
の
つ
な
が

り
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
す
。
 

地
域
防
災
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
感
じ
る
不
安
や
戸
惑
い
を
理

解
し
、
共
有
す
る
こ
と
が
大
切
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

わ
が
身
を
守
る
こ
と
も
大
切
で

す
が
、
地
域
の
中
か
ら
犠
牲
者
を

出
さ
な
い
、「
命
綱
を
つ
な
ぎ
合
う
」

そ
ん
な
ま
ち
で
あ
り
た
い
も
の
で

す
。 

支え合う気持ち 

積極的に地域参加を 

■
ア
ナ
ロ
グ
と
デ
ジ
タ
ル
 

■
環
境
づ
く
り
と
ア
ピ
ー
ル
を
 

■
つ
な
ぎ
合
う
こ
こ
ろ
 

私が感じた不安と恐怖私が感じた不安と恐怖 私が感じた不安と恐怖私が感じた不安と恐怖 私が感じた不安と恐怖私が感じた不安と恐怖 

市内に住む一人暮らしの高齢者のかたや、聴覚市内に住む一人暮らしの高齢者のかたや、聴覚

に障害のあるかたに、昨年の災害時に苦労したこに障害のあるかたに、昨年の災害時に苦労したこ

とや不安に感じたことを伺いましたとや不安に感じたことを伺いました。 

市内に住む一人暮らしの高齢者のかたや、聴覚

に障害のあるかたに、昨年の災害時に苦労したこ

とや不安に感じたことを伺いました。 

防災無線の屋外スピーカーは、風の音にかき消され、

何を放送しているのか聞き取れなかった。 

防災無線のサイレンはかろうじて聞こえるが、内容

までは聞き取れず、何が起こっているかはわからな

い。 

２階に在宅中、雨や風の音がまったく聞こえず、気

がついたときには１階が浸水していた。 

突然の停電で何が起こったのかわからず、携帯電話

の灯りを頼りに１階に下りるのが精一杯だった。 

他にも貴重な意見をたくさんいた
だき、ありがとうございました。 

停電になると、手話や口の動きを読むことができず、

コミュニケーションがまったくとれない。 

～被災地のとりくみ～ 

オリジナルマップでオリジナルマップで 

　　　　　犠牲者ゼロに　　　　　犠牲者ゼロに 

オリジナルマップで 

　　　　　犠牲者ゼロに 

災害を経験した被災地では、過去の教訓を生か

し、犠牲者ゼロを目指したさまざまな取り組みが

行われています。 

過去に水害で多くの犠牲者を出したある地区で

は、町内会の高齢者や身体障害者、町内会未加入

者のかたなど、家ごとに色分けしたオリジナル防

災マップを作成。災害発生時には、あらかじめ構

成された情報収集・救助・避難誘導・食料確保な

どの班が立ち上がり、

独自のマップをもとに

活動するよう組織され

ています。また、日ご

ろの訓練も積極的に行

われ、結成後に起きた

災害でも大きな成果を

あげています。 住民の手による 
　　　マップの作成 
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市内に住む一人暮らしの高齢者のかたや、聴覚

に障害のあるかたに、昨年の災害時に苦労したこ

とや不安に感じたことを伺いました。 

防災無線の屋外スピーカーは、風の音にかき消され、

何を放送しているのか聞き取れなかった。 

防災無線のサイレンはかろうじて聞こえるが、内容

までは聞き取れず、何が起こっているかはわからな

い。 

２階に在宅中、雨や風の音がまったく聞こえず、気

がついたときには１階が浸水していた。 

突然の停電で何が起こったのかわからず、携帯電話

の灯りを頼りに１階に下りるのが精一杯だった。 

他にも貴重な意見をたくさんいた
だき、ありがとうございました。 

停電になると、手話や口の動きを読むことができず、

コミュニケーションがまったくとれない。 

～被災地のとりくみ～ 

オリジナルマップでオリジナルマップで 

　　　　　犠牲者ゼロに　　　　　犠牲者ゼロに 

オリジナルマップで 

　　　　　犠牲者ゼロに 

災害を経験した被災地では、過去の教訓を生か

し、犠牲者ゼロを目指したさまざまな取り組みが

行われています。 

過去に水害で多くの犠牲者を出したある地区で

は、町内会の高齢者や身体障害者、町内会未加入

者のかたなど、家ごとに色分けしたオリジナル防

災マップを作成。災害発生時には、あらかじめ構

成された情報収集・救助・避難誘導・食料確保な

どの班が立ち上がり、

独自のマップをもとに

活動するよう組織され

ています。また、日ご

ろの訓練も積極的に行

われ、結成後に起きた

災害でも大きな成果を

あげています。 住民の手による 
　　　マップの作成 


